
す。

また、定期券の機能だけであれば

「読み取り専用型」でいいわけですが、

「S u i c a」のようにプリペイドカードの

機能も持つものは「読み書き可能型」

である必要があります。

また、読み取れる距離によって、リ

ーダ／ライタにピッタリつけて使う

「密着型」、1 0 c m程度まで離しても読

み取れる「近接型」、さらに距離が長

い「近傍型」、「遠隔型」などがありま

す。

□
無線タグは現在どういうところで

使われているのですか

無線タグの用途には、大きく分けて

ヒトの識別とモノの識別があります。

前述の「S u i c a」のように交通機関

の利用者が使うのはヒトの識別の一種

です。「S u i c a」にはソニーのF e l i C a

（フェリカ）という無線タグの技術が

使われていて、2 0 0 1年1 1月にサービス

が始まりました。その利用者は2 0 0 3年

４月に6 0 0万人を突破したということ

です。F e l i C aは香港やシンガポールな

どでも交通機関の支払手段として使わ

れ、香港では1 , 2 0 0万枚（2 0 0 2年６月

現在）出荷したということです。ま

た、F e l i C aはコンビニエンスストアの

a m / p mなどでプリペイド型の電子マ

ネーとしても使われています。

ヒトの識別としては、このほか、オ

フィスの入口でドアの鍵と連動して入

退室管理に使われたり、レジャーラン

ドの施設やスキー場のリフトの利用券

として使われたりしています。

モノの識別としては、ブタなどの体

に埋め込んで家畜の管理に使われた

り、列車の車両の識別に使われたりし

ています。

従来は無線タグ１個が数百円以上も

したため、主としてヒトの識別に使わ

れてきました。

□最近急に無線タグという言葉をよ

く耳にしますが、どういうことが

起きているのですか

最近、無線タグを安く作る技術が現

れたため、商品の識別に急速に広がる

可能性がでてきたのです。

例えば、アメリカのエイリアン・テ

クノロジが開発した技術は、エッチン

グで半導体のウェハ上のチップを切り

離すことによって、直径８インチのウ

ェハ１枚から0．1 5 m m角のチップを2 5

万個取り、このチップを、液体を使っ

た特殊なプロセスでプラスチックのフ

ィルムに搭載するものです。このタグ
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□
無線タグとはどういうものですか

現在J R東日本の改札口では、従来

の定期券の代わりに「S u i c a」（スイ

カ）というI Cカードが使えます。これ

を使えば、従来の定期券のように改札

口のリーダ／ライタに挿入しなくて

も、リーダ／ライタの上にかざすだけ

で読み取ってくれます。したがって、

従来のようにいちいち定期入れから定

期券を取り出す必要がありません。こ

れはI Cカードの中の半導体メモリに書

かれている情報をリーダ／ライタが電

波を使って読み取っているのです。

このように、カードやタグの中の半

導体に書かれている情報を、電波（つ

まり無線）を使って読み取り、そのカ

ードやタグを持っているヒトやそれが

ついているモノを識別することを

RFID（Radio Frequency Identifica-

t i o n）といい、それに使われるカード

やタグが「非接触I Cカード」とか「無

線タグ」とか呼ばれています。最近は

「電子タグ」、「I Cタグ」などの言葉も

使われています。ここではカード状の

ものも含めて「無線タグ」と呼ぶこと

にします。

図１に無線タグを使ったシステムの

基本的な構成を示します。

□無線タグにはどういう種類がある

のですか

表１に無線タグの主な種類を示しま

す。

「S u i c a」は、リーダ／ライタが出

す電波のエネルギーを使って電波を送

り返す「受動型」ですが、距離が離れ

たところから読み取るのには大きい電

力が必要なため、電池を内蔵した「能

動型」もあります。最近は「受動型」

が主流で、図１は「受動型」を示しま

すべての商品に適用が広がるか
世界共通の「無線タグ」

酒井 寿紀（さかい・としのり）

酒井ITビジネス研究所　代表

情報通信

図１　無線タグを使ったシステムの基本構成（受動型）



の価格は2 0 0 4年には１個５セント（約

６円）になるといわれています。

また、日立製作所は2 0 0 1年６月に、

ミューチップという、1 2 8ビットの情

報を0．4 m m角のチップに入れた無線

タグを発表しました。これは現在１個

5 0円前後しますが、この２月1 4日に発

表した0．3 m m角のものは、さらに大

幅に価格が下がるということです。

これらの半導体チップは非常に小さ

いため「ゴマ粒チップ」とも呼ばれて

います。

このような安い無線タグの出現によ

って、一般の商品への適用が可能にな

りました。商品の識別には従来からバ

ーコードが使われていますが、バーコ

ードは一般に1 0桁程度で、情報量が少

なく、商品の詳細情報は記入できませ

んでした。しかし、無線タグを使え

ば、半導体に情報を書き込んでおくの

で情報量が飛躍的に増えます。そこ

で、無線タグを使って生産工場から小

売店の店頭で顧客の手に渡るまで一貫

して商品の流れを管理し、流通・在庫

管理の合理化を図ろうという動きが起

きているのです。

例えば、プロクター・アンド・ギャ

ンブルは、期待通りにいけば、これに

よって在庫を半分に減らすことがで

き、年間４億ドルの経費節減ができる

と言っています。そして、これを使う

ことにより、在庫切れを事前に検知し

て補充できるため、「品切れ」による

機会損失も減らせます。また、盗難、

破損、誤配、紛失などによるロスが流

通コストの3～5％を占めるといわれ、

これらが減ることによる効果も大きい

と言われています。

そして、この無線タグ上のコード

は、不良品の回収、修理の履歴管理、

リサイクル時の素材情報の明確化、偽

ブランド品の流通防止などにも有効に

使われることが期待されています。

□
商品の識別に無線タグを使うには

どのような問題がありますか？

また現在その問題に対してどう対処し

ようとしているのですか

バーコードでも無線タグでも、全世

界のすべての商品に基本的には同じ規

格で情報が書かれていないと、流通過

程や小売店で情報を読み取ったり、読

み取った情報を処理したりするのに大

変なロスが発生します。そのため、い

ろいろな組織が標準化の活動を始めて

います。

1 9 9 9年にマサチューセッツ工科大学

内に設置されたオートI Dセンターは

その一つで、現在、プロクター・アン

ド・ギャンブル、ウォルマート、コカ

コーラ、ジョンソン・アンド・ジョン

ソンなど9 4社がスポンサーになってい

ます。

オートI Dセンターは、無線タグを

安くするため、商品を識別する9 6ビッ

トまたは6 4ビットのE P C（E l e c t r o n i c

Product Code）というコードだけを

無線タグに持たせ、そのほかの情報は

PML（Product Mark-up Language）

という言語で記述して、インターネッ

トで参照するようにしています。ま

た、このネット上の情報を使うために

は、E P Cを使ってその情報が入ってい

るサーバの場所を検索する必要がある

ため、ONS（Object Naming Service）

というディレクトリ・サービスを設け

ようとしています。全世界でこのしか

けを使えるようにするためには、無線

タグ、リーダのほか、これらのしかけ

の標準化が必要になるわけです。

エイリアン･テクノロジの無線タグ

は、このオートI Dセンターの規格に

適合した最初の無線タグです。ジレッ

トは今年の１月６日に、米国市場向け

の一部の商品にこの無線タグを適用す

る試験を開始すると発表しました。今

後数年間に最大５億個の無線タグをエ

イリアン･テクノロジから買う計画と

いうことです。

日本でも今年の１月に、このオート

I Dセンターのアジア初の研究拠点が

慶応義塾大学内に設立され、村井 純

教授がリサーチ・ディレクタに就任し

ました。

また、今年の３月に東京大学の坂村

健教授が中心になって、ユビキタス

I Dセンターという同じような目的の

組織が設立され、活動を始めていま

す。

政府も、経済産業省が中心になっ

て、商品に付ける無線タグのコード体

系の標準化に乗りだし、今年の２月に

「商品トレーサビリティの向上に関す

る研究会」という会を発足しました。

この研究会が４月の初めに公表した中

間報告は、業界の壁を越えて共通化を

図る「業際性」、国際的に通用する

「国際性」、既存のコード体系との「互

換性」を重視して標準化を進める必要

があると言っています。

現在商品に付いているバーコードに

ついては、アメリカとカナダでは1 2

桁、そのほかの国では1 3桁が標準と、

２通りの規格ができてしまいました。

こうなると、規格が違う国へ輸出する

には、メーカーが輸出先の国の規格に

合わせたバーコードを付けるか、輸入

業者が自国のバーコードに付け替える

かしなければなりません。

このような事態になるのを避けるた

めには、普及がはじまる前に標準化を

図ることが不可欠です。商品への無線

タグの適用はここ1～2年以内に始まろ

うとしているので、これからしばらく

の間が標準化にとって非常に重要な時

期になるでしょう。
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表１　無線タグの主な種類


